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2. 水理地質構造 

2.1 ダム基礎の水理地質特性 
2.1.1 ダムサイト地質構成 
 ダム基礎岩盤を構成する地質は、桐内層の泥岩、安山岩質火山礫凝灰岩（成層部、塊状部）、

軽石凝灰岩、石英安山岩質細粒凝灰岩、玄武岩～安山岩、粗粒玄武岩である。また、ダム基礎岩

盤を被覆する第四紀層は、段丘堆積物、崖錐堆積物、地すべり堆積物、現河床及び氾濫原堆積物

である。 

 地層の層準としては左岸部が下位、右岸部が上位に相当し、各地層が概ね累重している。下位

は左岸部の安山岩質火山礫凝灰岩（Tb1）、同成層部（Tb2）及び泥岩と凝灰岩の互層（Ms）が主

体をなし、その上位に軟質な凝灰岩（チョコタフ：Ch）が重なる。 

 それらの上位には、右岸側に認められる火山ガラス含有の火山礫凝灰岩（Tb1）や溶結構造が

認められる火山礫凝灰岩（Tb2）が重なる。これらの層準には、粗粒玄武岩（Do）が貫入してい

る。右岸尾根頂部には、安山岩溶岩（An）が分布している。 
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森吉山ダムサイト 地質層序 
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2.1.2 ダムサイトの透水性及び地下水位の概要 
(1) 透水性状 
 風化岩であるＤ～ＣＬ級岩盤は、透水性が高いと考えられる。 

 ＣＭ級以上の岩盤は、基本的に透水性が小さい岩盤であると考えられるが、その中でも透水性

が高い部分は地質及び割れ目の状態と関連しており、その分布の特徴は以下のように整理される。 

・ 左岸断層部 

・ 左岸深部の泥岩 

・ 河床部安山岩 

・ 右岸高位標高の深部に分布する軽いしをやや多く含む火山礫凝灰岩 

  

(2) 地下水位 
ダムサイト左岸の洪水吐き地点より山側では、上下段２層の地下水位が確認されている。上段

水位は洪水吐き地点より山側に向かって緩やかに上昇しており、BL-30 孔では標高 195ｍまで確

認されている。一方、下段水位は山側に向かって上昇する傾向は示さず、場所によらずほぼ標高

160ｍ前後となっている。 

右岸側では地下水位の上昇が見られ、右岸アバットより約 90ｍの地点で、サーチャージ水位

と交差する。 
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